
○　本校の概要 令和8年3月5日

評価 人数 コメント

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が６０％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。
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方向性 取組指標

①STEAM教育等の教科等横断的な学び
や科学教育を推進し、課題解決力や新た
な価値を創造する力の育成を図っている。

①外国語教育指導員の活用などにより、
英語に慣れ親しみながら会話をする機会
を増やし、英語力やコミュニケーション能力
の向上、豊かな国際感覚の育成を図って
いる。

②我が国や郷土の伝統や文化の学習、人
権教育を推進し、自分とは異なる文化や価
値観をもつ相手を理解し、互いに尊重し合
う心の育成を図っている。
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４：
90％
以上

３：
80％
以上

社会の様々な課
題を自分事として
捉え、主体的に
考え、他者と協
働し、問題解決し
ていく意欲や、予
測困難な未来社
会を切り拓いて
いくために重要な
創造力や課題解
決力、情報活用
能力を育成しま
す。

③情報技術を適切に活用した授業の実施
を通して、情報活用能力の育成を図ってい
る。

②学校内外での様々な体験活動や自己評
価する習慣づくりを推進し、自ら考え判断
する力や、他者と協働していく力の育成を
図っている。
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目標に対する成果指標
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英語での実践的
なコミュニケー
ション能力を高め
るとともに、我が
国や郷土の伝統
文化に触れ、尊
重する心や、協
力していく態度を
育成します。ま
た、国際社会・地
域社会に関心を
もち、持続可能な
社会を形成して
いく態度を形成し
ます。
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児童アンケート「外国語活動に、すすんで
取組んでいますか。」の項目に肯定的な回
答は、87.2％

・よくわかる　　　　　48.1%
・だいたいわかる   39.1%

①昨年度と比べ、肯定率が3％増加した。

②今年度は、英語カフェの開催回数（11回）
や、授業における英語で伝えあう活動に取
組み等、英語に慣れ親しむ機会を増やし
た。今後も、実践的コミュニケーション能力
の向上を図り、豊かな国際感覚の育成を目
指していく。

③ゲストティチャーによる、かるた作りや落
語・狂言・和菓子作り体験等、伝統や文化
を学び郷土への関心を高めるとともに、デ
フリンピック観戦等を通して異文化に触れ
る機会を通して価値を広げ、情操教育に取
組んだ。来年度も豊かな心を育んでいける
よう情操教育活動を行っていく。

④６年生が家庭科学習の一環として、学校
周辺の清掃活動に保護者・地域の方々と
一緒に取り組んだ。地域の課題を見出し、
その課題を解決する行動力の育成を目指
していく。

Ｄ

これまでの取組
今後の改善策

1

成果
評価

Ｃ

Ｂ

Ｃ

保護者アンケート「学校は、体育指導・給食
指導・保健指導等で、健康教育・体力向上に
努めている。」の項目に肯定的な回答は、
100％

・はい　　　　　　　　　　　　 88.7%
・どちらかと言えばはい   11.3%

①昨年度と比べ、肯定率が2.5％増加した。

②道徳科主任を中心にOJTを開催し、道徳科
授業の充実を図るとともに、代表委員会を中
心とした挨拶運動を行った。今後は、代表委
員会が計画している思いやり活動として「思
いやりの木」を校内に設置し、全校児童が思
いやりの行動に感じたことを記入して貼る活
動に取組む。豊かな情操や道徳心を培うため
に道徳教育や活動を推進していく。

③算数における習熟度別少人数指導や3年
～6年生の週1回の補習教室、4,5,6年生にお
ける自主学習への取り組み等、児童の学力
向上に努め、主体的に学習に取り組む態度
を育成し、学習習慣の定着を目指している。

④休み時間に教員も児童と共に遊ぶ「とも遊
び」の推進や、「ぴょんぴょんデー（短縄）」「長
縄チャレンジ」等に全校で取り組み、体力の
向上や運動に親しむ態度を育んだ。また、家
庭科・栄養士・養護教諭を中心に食育や健康
教育の推進を図り、基本的な生活習慣の確
立を目指し取り組んだ。来年度も継続して取
り組み推進を図っていく。

⑤1年生が中心になり、地域内の保育園や幼
稚園との交流活動を３回行った。また、年間
を通して低学年の教員が「保幼小連携」の研
修会に参加し、情報共有や指導実践を学び、
実践に生かしている。小中一貫教育では、年
間４回の交流を行い、ICTの効果的な活用を
共通課題として各教科で取り組み、成果や課
題を共有し実践してきた。今後も、成果と課
題の共有を行い交流活動の充実と連携の推
進を図り教育活動に生かしていく。

児童アンケート「友達や周りの人のために
何かをしたり、協力したりしています。」の項
目に肯定的な回答は、92.7％

・よくわかる　　　　 47.2%
・だいたいわかる　45.5%

①昨年度と比べ、肯定率が2.7％増加した。

②校内研究で教科「おおたの未来づくり」
に、各学年と、専科で取組んだ。今後も継
続し、5,6年生ではSTEM教育等の教科横断
的な学びを実践し、創造的な脂質・能力の
育成を目指していく。また、1,2年生は生活
科、3,4年生では総合的な学習の時間を中
心に、STEM教育等の教科横断的な学びを
実践し、創造的な脂質・能力の育成を目指
して素地づくりに取組む。

③様々な体験活動や自己評価・振返り活
動を通して、自ら考え判断する力や他者と
協働していく力の育成に取組んだ。今後、
学習や生活を振返り、自己評価をする習慣
が身に付けられるよう取組むことで、自己
肯定感の育んでいく。

④Chromebook活用推進プランに沿って学
年ごとに取組み、身に付けさせる資質・能
力の育成を図るとともに、発達段階に応じ
た情報モラル教育を推進するために、年間
指導計画に沿って取組んでいる。

4

令和7年度　大田区立松仙小学校　自己評価　報告書

大項目 取組内容

〇児童数　684名　〇学級数　22学級　第2・3学年：3クラス、第1・4～6学年：4クラス（令和7年5月1日現在）

〇教育目標　　　　「じょうぶな子ども」「よく考える子ども」「思いやりのある子ども」

〇学校経営方針　国際化、価値観の多様化など、社会の変化に対応できる新しい学校教育の創造に努め、これまでの本校の歴史、伝統、特色を継承した豊かな人間関係の中で次の５点を重視した学校教育を進める。
　                      ①未来を創造的に生きる児童の育成　②体力向上　③学力向上　④豊かな心の育成　⑤多様な学びの場の構築　⑥特別支援教室との連携

〇本校の特色　　  ・松仙スタンダードの実践　・学校支援地域本部（サポート松仙）と連携した教育活動の充実。
　　　　　　　　　　　　・「学力の向上は、体力の向上から」との共通理解を図り、一人一人の体力を向上を目指す。
　　　　　　　　　　　　・児童理解のさらなる充実に向け、休み時間には教師も共に遊ぶ「とも遊び」の推進。

学校関係者記入欄

・クロムブックの活用は、児童がゲームのように楽しく取り組め
る。今後は、タイピング力の強化をお願いしたい。
・「よくわかる」の数字が伸びるとよい。
・協調性を教えることは、個性をどう生かすかにつながります。
根気よく。粘り強く。
・様々な教育や体験で、児童が協力し合う姿を見ることができ
た。

４：
90％
以上

３：
80％
以上

２：
60％
以上

児童のアンケート「友達
や周りの人のために何
かをしたり、協力したり
しています。」の質問項
目に、「よくあてはまる」
「あてはまる」と回答し
た児童の割合

・英語勉強科目としてだけではなく、コミュニケーションツールと
して扱っていることが素晴らしいと思う。
・多くの体験の学びは、特に児童の印象に残ると思う。
・各教科の学習だけにとどまらず、様々な体験授業を取り入れ
おり、児童が楽しみながら学んでいる。視野が広がっている。

Ａ

・元気でのびのびと育っていると思う。
・思いやりの木を拝見した。他の人の良い所を見付けることは
素晴らしいと思う。個性を生かすという点では、学校外の活動で
何か実績を残した児童に、皆でお祝いするなどがあっても良い
と思う。
・たてわり班活動を通して児童や先生達が、様々な児童と触れ
合う機会があり、高学年に憧れを抱き、卒業していく様子が何
年も見てきた。引続きよろしくお願いします。
・教職員、地域の方、外部講師の方々とのふれあいは、とても
大切だと思います。

③現代社会における地球規模の課題を自
分事として捉え、その解決に向けて考え、
行動する力の育成を図っている。

④乳幼児期から中学校まで円滑な接続を
行うため、保幼小の連携や小中一貫の視
点に立った教育を行っている。
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児童・生徒が豊
かな人生を生き
ていく上で基礎と
なる力として、豊
かな心や確かな
学力、健やかな
体を育成します。
また、乳幼児期
から中学校まで
の一貫性のある
教育を推進しま
す。
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児童アンケート「外国語
活動に、すすんで取組
んでいますか。」の質問
項目に、「よくあてはま
る」「あてはまる」と回答
した児童の割合

③体育や保健体育の授業など様々な機会
を通して、健康教育や食育を推進し、基本
的な生活習慣の確立を図っている。

②学習習熟度に応じた指導や個に応じた
学習支援、各種検定の実施を通して、すべ
てのこどもに確かな学力の育成を図ってい
る。

①道徳科を中心とした各教科等での学習
などを通じて継続的に道徳教育を実施し、
豊かな情操や道徳心の育成を図っている。

保護者アンケート「学校
は、体育指導・給食指
導・保健指導等で、健
康教育・体力向上に努
めている。」の質問項目
に、「よくあてはまる」
「あてはまる」と回答し
た保護者の割合



４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむね高まっている」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむね高まっている」と
回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむね高まっている」と回
答した。

１：「おおむね高まっている」と回答した教員が60％未
満であった。

４：「おおむね高まっている」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむね高まっている」と
回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむね高まっている」と回
答した。

１：「おおむね高まっている」と回答した教員が60％未
満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「組織的な対応ができた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満の教員が回答した。

２：60％以上80％未満の教員が回答した。

１：「組織的な対応ができた」と回答した教員が60％未
満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

③スクールカウンセラーやスクールソー
シャルワーカーとの連携等、児童・生徒・保
護者が相談しやすい環境を整備し、一人
ひとりの能力や可能性を最大限に伸ばす
ことを意図した指導や支援を行っている。

①学校や地域の伝統・特色や、安心・安全
な学校生活づくりを踏まえて、学習環境を
整備している。

②学校いじめ防止基本方針に沿って、いじ
めの未然防止、早期発見、早期対応等の
ための組織的な対応を実施している。

４：
90％
以上

２：
60％
以上

１：
60％
未満

Ｄ

4

4

保護者アンケート「学校
は、家庭や地域と連携
して、教育活動の充実
を図っている。」の質問
項目に、「よくあてはま
る」「あてはまる」と回答
した保護者の割合

③家庭教育に関する情報の発信やPTAな
どと連携した講演会・学習会、またはその
双方を実施している。

②登下校の見守り活動等の、児童・生徒の
健全育成や安全指導に係る取組を地域の
協力により実施している。

２：
60％
以上

１：
60％
未満

Ｂ

保護者アンケート「学校は、家庭や地域と連
携して、教育活動の充実を図っている。」の項
目に肯定的な回答は、97.2％

・はい                           66.7%
・どちらかと言えばはい    30.5%

①昨年度と比べ、肯定率が6％増加した。

②5,6年生における「おおたの未来づくり科」
の学習では、保護者・地域と連携し、企業と
協働した活動を行うことができた。また、1～3
年では保護者・サポート松仙と連携し、地域
学習を行った。4年生はサポート松仙と連携
し、かるたづくりを通して日本の伝統文化を学
び、体験活動を充実させることができた。

③登下校の見守り活動、１年生の集団下校
等、PTA・保護者や地域の方々の協力によ
り、登下校の危険個所や課題点等共有し、見
守り活動を昨年度同様に継続し、実施するこ
とができた。

④tetoruの保護者連絡機能を活用し、家庭教
育に関する情報を発信している。また、学校
公開では、保護者向け情報モラル教育を計
画した。学校・家庭・地域が連携・協働して取
組めるよう充実を図る。

⑤学校ホームページを通して、児童の学習と
生活の様子を継続発信している。また、保護
者配信機能やホームページを活用し、教育
活動の情報や児童の様子を発信するととも
に、サポート松仙と連携した夏のわくわくス
クール、企業と協働した授業や、おやじの会
主催の年間４回のイベント等、保護者・地域と
連携を図り体験活動に取り組んだ。今後も連
携を密に図り、協働的な体験活動を充実させ
ていく。

Ｄ

Ａ 10

Ｃ

保護者アンケート「こど
もは、分かりやすい授
業・楽しい授業を受けて
いる。」の質問項目に、
「よくあてはまる」「あて
はまる」と回答した保護
者の割合

4

4

３：
80％
以上

2

4

4

３：
80％
以上

4

①児童・生徒一人ひとりの可能性を引き出
す個別最適な学びと協働的な学びの一体
的な充実の視点による授業改善を行って
いる。

２：
60％
以上

○学校関係者評価の「評価」は、Ａ：自己評価は適切である　Ｂ：自己評価はおおむね適切である　Ｃ：自己評価は適切ではない　Ｄ：評価は不可能である　の４点について、 評価した人数を記載す
○記入にあたっては、各学校で取り組んでいる自己評価項目に照らし、該当する項目を取りまとめて行う。
○「成果評価」は、各校が４段階で定めた成果指標によって行う。

Ｃ

１：
60％
未満

４：
90％
以上

Ａ 8

D

Ａ

Ｃ

4

3

4

4

4

4

2

保護者アンケート「学校は、月に１回の避難訓練や
安全指導等を設定し、学校だより・学年だより等で
お知らせをするとともに、煙体験や起震車体験、消
火体験等、体験活動を取り入れた訓練を実施する
等、こどもの安全・事故防止に努めている。」の項目
に肯定的な回答は、97.2％

・はい　　　　　　　　　　　　 83.7%
・どちらかと言えばはい   13.5%

①昨年度と比べ肯定率が、2.5％増加した。

③学校・家庭・地域が連携し、こどもを育てる意識を
高めるために、学校施設の開放や施設使用後の校
庭整備や体育館の清掃等に協力いただき、環境整
備に努めている。また、地域の伝統的な取組や催し
に参画し、協力体制の構築を図っていく。

②月１回の避難訓練や安全指導日を計画的に実施
しするとともに、防災会議等で保護者・地域と共有
し、危険や災害に対する連携を図った。今後も、保
護者・地域・関係機関との連携を図り、安全・安心を
向上させる教育に取組んでいく。

個
別
目
標
７

学
校
・
家
庭
・
地
域
の
連
携
・
協
働
に
よ
る

地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ

ィ
の
核
と
し
て
の

学
校
を
つ
く
り
ま
す

地域コミュニティ
の核としての学
校づくりや地域の
特色を生かした
学校づくりを進め
るとともに、学校・
家庭・地域が連
携・協働して、地
域社会全体でこ
どもたちを育成し
ます。

校内研究等の
OJTの充実を通
して、教師の授
業力を向上させ
ます。また、質の
高い教育を実現
するため、学校
の組織的な運営
力を向上します。
あわせて、教師
がやりがいをもっ
て働くことができ
る魅力的な環境
づくりを進めま
す。

個
別
目
標
４

学
校
力
・
教
師
力
を
向
上
さ
せ
ま
す

④ホームページや学校・学年だより・保護
者会等を通して保護者や地域に教育活動
の様子を伝えるとともに、地域の教育力を
生かした体験活動に取組む。

①「地域コミュニティの核としての学校づく
り」を目指して地域と学校が連携・協働した
様々な活動を実施している。

④ほのぼのルームや保健室等、児童の状
況に応じた学習環境を整えている。

学校施設につい
て、ICT環境等の
教育環境の整備
を推進するととも
に、児童・生徒の
安全・安心を向
上させるための
教育を推進しま
す。

個
別
目
標
６

柔
軟
で
創
造
的
な
学
習
空
間
と
安

全
・

安
心
な
教
育
環
境
を
つ
く
り
ま
す

②避難訓練や安全指導日などを通して、
危険や災害に対する教育を関係機関と連
携しながら進めている。

保護者アンケート「学校
は、月に１回の避難訓
練や安全指導等を設定
し、学校だより・学年だ
より等でお知らせすると
ともに、煙体験や起震
車体験、消火体験等、
体験活動を取入れた訓
練を実施するなどして、
こどもの安全・事故防止
に努めている。」の質問
項目に、「よくあてはま
る」「あてはまる」と回答
した保護者の割合

４：
85％
以上

Ａ

Ｂ

C

9

1

Ｄ

②教職員がそれぞれの専門性を生かした
り、地域の特色を生かしたりして教育活動
を行っている。

④校内外の研究や研修、日々の教員間の
授業観察を通して授業力の向上を図って
いる。

③教職員の業務適正化等に取り組み、児
童・生徒に教員が向き合う時間を確保する
等、ウェルビーイングを高める取組を行っ
ている。

3

4

3

個
別
目
標
５

自
分
ら
し
く
い
き
い
き
と
生
き
る

た
め
の
学
び
を
支
援
し
ま
す

困難のある児童・
生徒一人ひとり
の状況にあわせ
て教育環境を整
えるとともに、相
談機能の充実を
図ることで、すべ
ての児童・生徒
が自分らしくいき
いきと生きるため
の学びを支援し
ます。

①インクルーシブ教育システムの構築に向
けて、教員の資質・能力の向上や校内にお
ける支援体制の充実、特別支援教室巡回
指導教員との連携等を行っている。

8

２：
60％
以上

３：
75％
以上

３：
75％
以上

保護者アンケート「学校
は、こども一人一人を
大切にした指導に努め
ている。」の質問項目
に、「よくあてはまる」
「あてはまる」と回答し
た保護者の割合

４：
85％
以上

１：
60％
未満

Ｂ

・良い訓練をしていただき、ありがとうございます。
・保護者アンケートをとることで、学校に対して感心をもってもら
うことは大事だと思う。
・教職員、主事さんの協力で「挨拶運動」「清掃運動」を通して安
全安心を学んでいると思う。
・避難訓練がいつか何かの時に役立つように、続けていただき
たい。

・青少対として楽しい企画を立て、参加してもらい、そこから地
域を知ってもらおうと考えています。
・楽しいイベントが多く、また協力させていただきます。
・以前よりも、地域・外部講師の方々との連携が多くなったと感
じます。
・今年も５年生が考えたお弁当が販売されることが楽しみです。
・地域行事に参加している児童が多く見られ、地域貢献を担っ
ています。
・今後ともより一層地域とのつながりを大切にしていきたいと思
う。
・大田区久が原を代表するような児童が育つことを期待してい
ますb。

・児童のために、それぞれの専門性を生かしてのふれあいは、
児童も教職員の方々も楽しそうに、共に学び合っていると思い
ます。
・学校公開日に、楽しそうに授業を受けている姿が見受けられ
ている。ただ楽しそうというだけではなく、しっかりと先生方がま
とめている様子に感心しました。

保護者アンケート「こどもは、分かりやすい
授業・楽しい授業を受けている。」の項目に
肯定的な回答は、91.5％

・はい                           58.2%
・どちらかと言えばはい    33.3%

①昨年度と比べ肯定率が4％増加した。

②1学期は授業改善全体計画に基づき、児
童の実態を把握し、夏休みに授業改善プラ
ンを学年ごとに作成している。2学期からは
児童の実態に応じた授業改善を意識し取
組み、授業の充実と学力の向上を目指して
いる。今後は、共通のめあてのみではなく、
個別の学習課題設定も発達段階に応じて
取り入れる。

③月１回の大田区教育研究会の参加し、専
門性を高めるとともに、模範授業に参加を
促し、学びの機会が得られるよう組織的に
取り組んでいる。今後も継続し、学んだこと
を教員全体に伝え、学びを広げていく。

④3,4年生は、道徳科を中心に授業交換、
5,6年生は、理科と社会科において、教科担
任制をに取り組み、教材研究や児童と向き
合う時間の確保に努めている。今後も、児
童に向き合う時間を確保できるように業務
改善を図っていく。

④校内研究や校内OJT研修の実施、研究
発表会に参加等を通して、授業力向上に取
り組んだ。　校内研究会は年間７回の研究
授業の実施した。今後は、研究の成果を他
教科の指導に生かしていく。

4

・これは保護者も学ぶべきことだと感じました。
・児童への配慮、大変なことです。先生方のご苦労を感じます。
・児童の成長に感心しています。
・保護者も多様化しており、親がこども化していると感じることが
ある。

保護者アンケート「学校は、こども一人一人
を大切にした指導に努めている。」の項目
に肯定的な回答は、86.6％

・はい                           51.1%
・どちらかと言えばはい    35.5%

①昨年度より継続して特別支援教育の充
実を図るために、夏休みに専門的な外部講
師による研修会を開催しケーススタディー
に取り組み実践的な理解推進を図った。ま
た、個別のニーズに応じた多様な学びの場
を提供できるように支援体制を構築し、充
実を図るとともに、巡回指導教員や特別支
援教室専門員と連携して対応した。今後も
必要に応じて、ケース会議を継続し、支援
が途切れないように申し送りやつながりの
意識をもって取り組んでいく。

②いじめはどの学級、どの児童にも起こり
得るものという認識のもち、週1回の生活指
導夕会や常時開催のいじめ防止対策委員
会の場を活用し、情報共有、組織的対応に
努めた。今後も早期対応・早期解決を目指
し、組織的対応の向上を図っていく。

③学校生活調査を活用した取組みを毎学
期実施した。ストレス症状に基づいて児童
との個別面談を行い、必要に応じてスクー
ルカウンセラーや他機関につなげ連携を
図っている。日頃から児童の実態把握に努
め、言動や行動等の変化を観察し、早期対
応を行っていく。

④様々な要因で教室に入れず授業に参加
できない等、児童の居場所を校内に設置
し、個に応じたペースで学習に取り組める
よう担任・養護教諭・学校特別補助員・支援
員等と連携を図って対応してきた。今後も、
さらなる充実を図れるよう組織全体で取り
組んでいく。

4

Ｂ


